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関係主義から実体主義への移行




















されている。一つは『コメルス』誌の 1927 年秋号に「ナジャ / 第一部」と題してプロローグ全
てが、次に『シュルレアリスム革命』誌 11 号において「ナジャ（断片）」という題で 1926 年







































































































































































は雑誌掲載されていて、それは「ナジャの物語」として書かれている 10 月 6 日の部分なのだ。
ブルトンは 1926 年の 10 月 4 日に出会っているのであるから、出すなら 10 月 4 日の部分だろう

























































































































　原文では Elle compose... となっていて、この compose は「役者が役の人物を作り上げる」と
いう意味で、この変身というか偽装についてはナジャも意識的であったということだ。そして
12 日の夜中、正確には 13 日の午前 1 時頃のことなのだが、「そこの城の前を通りかかった時、
ナジャはマダム・ドゥ・シュヴルーズになった自分を想像した。」（PI p.714）














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 （PI） André BRETON, Œuvres complètes I, Pléiade, Gallimard, 1988
 （AB） Henri BÉHAR, André BRETON le grand indésirable, Fayard, 2005 
 （CS） Marcel PROUST, Du côté de chez Swann, folio classique, Gallimard, 1987











ておこう。「例えば第一図（省略）のような電光ニュースにおいて、A 及び B の電球から始まって矢で
示したように光点が移動して行ったとしよう。A、B から出発した二つの光点は C で一度ぶつかり、次
に再びわかれて D 及び E に行く。さてこの時、それでは D に来た光点はもと A にあったのがやって来
たのであろうか。それとも B にあったのがやって来たのであろうかと問うてみる。ところでこのよう
な質問が何の意味もないものであることは明らかである。従って、二つの光点が板の上を動いている
時に、この二つの粒子の各々に名前をつけて区別することは出来ない相談である。（後略）」（朝永振一
郎『量子力学的世界像』弘文堂 46-47）
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